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▶日時／8月24日（木） 午後1時～4時
▶場所／ベルクラシック甲府（甲府市）
▶対象／平成30年3月新規大学等卒業
　予定者、一般求職者など
▶内容／企業採用担当者との面談、各
　種相談コーナー、中高年齢者支援企
　業・女性活躍応援企業エリア設定
▶参加費／無料（事前申し込み不要）
●問い合わせ先／労政雇用課
  3055-223-1562 5055-223-1564

仕事探し応援！
合同就職面接会

検 索やまなし　就職応援

獣医師（衛生・農政）の
選考採用試験を実施します
▶採用予定人数／〔衛生〕3名程度
　　　　　　　   〔農政〕3名程度
▶試験日／9月2日（土）、3日（日）
▶受験申し込み締切／8月21日（月）
●問い合わせ先／
　〔衛生〕福祉保健総務課
  3055-223-1441 5055-223-1447
　〔農政〕農政総務課
  3055-223-1581 5055-223-1585

検 索山梨　採用　獣医

　8月1日から、薄紫色の新しい被保険
者証になります。受診の際には、新しい
被保険者証を提示してください。有効期
間は、原則として1年間ですが、保険料を
完納していない方は、有効期間が短い
場合があります。平成28年度以前の保
険料は、お早めに納付してください。
●問い合わせ先／
　各市町村の後期高齢者医療担当課
　山梨県後期高齢者医療広域連合
  3055-236-5671 5055-235-6373
　国保援護課
  3055-223-1465 5055-223-1468

後期高齢者医療制度の
被保険者証が新しくなります

言語聴覚士の
選考採用試験を実施します
▶採用予定人数／1名程度
▶試験日／9月2日（土）、3日（日）
▶受験申し込み締切／8月21日（月）
●問い合わせ先／福祉保健総務課
  3055-223-1441 5055-223-1447

検 索山梨　採用　言語

検 索山梨　献血

献血にご協力を
お願いします！
　医療の現場では、常に血液が必要と
されています。科学が進歩した現在で
も、輸血に使われる血液は、人工的につ
くることができず、長期保管もできませ
ん。夏は献血者が減少する季節です。患
者に安定的に血液を届けるため、ぜひ、
皆さまのご協力をお願いいたします。
●問い合わせ先／
　山梨県赤十字血液センター
　　　　　3055-251-5891
　甲府献血ルーム 3055-235-3135
　衛生薬務課 　　3055-223-1488

▶テーマ／山や森林と人との関わりや
　交流の様子など
▶応募期間／～9月8日（金）
▶応募対象／県内の小・中学生
●問い合わせ先／
　やまなしで過ごす「山の日」実行委員
　会事務局（森林環境総務課内）
  3055-223-1634 5055-223-1636

やまなしで過ごす
「山の日」記念イベント

検 索やまなしで過ごす　山の日

▶日時／8月19日（土） 午後1時～4時
▶場所／県立文学館（甲府市）
▶出演者／樋口明雄氏（作家）・花谷泰
　広氏（登山家・山岳ガイド）
▶定員／300名（先着順）
▶参加費／無料
▶申し込み／ハガキ、ファクス、メールに
　氏名、お住まいの市町村、電話番号を
　記入し、送付

「山の日」シンポジウム  開催

「山の日」絵画コンクール  作品募集

熱中症に注意しましょう
　熱中症になる危険性が高い季節で
す。小まめな水分補給、適切な室温と湿
度の管理、通気性のよい服の着用など
で予防しましょう。また、外出時は小まめ
に休憩をとる、日陰を選んで歩く、気温
の高い日は昼下がりの外出を控えると
いった対策も重要です。
●問い合わせ先／健康増進課
  3055-223-1493 5055-223-1499

検 索山梨　熱中症

　現在、県議会で制定を進めている「や
まなし子ども・子育て支援条例（仮称）」
（骨子）へのご意見を募集しています。骨
子やご意見の提出方法などの詳細は
県議会のホームページをご覧ください。
▶募集期間／～8月21日（月）
●問い合わせ先／
　県議会事務局　議事調査課
  3055-223-1813 5055-223-1817

県民の皆さんのご意見を
募集しています

検 索山梨県議会

職員採用試験を実施します

検 索山梨　採用

●問い合わせ先／人事委員会事務局
  3055-223-1821 5055-223-1819
　警察本部警務課（警察官採用担当）
  30120-314874

試験職種 区　分

受付期間／～8月18日（金）
１次試験日／9月17日（日）

警察官A

警察官B

10名程度
2名程度
2名程度

6名程度
23名程度

男性

女性

女性
男性

男性／武道指導

採用予定人員

試験区分 採用予定人員

受付期間／8月7日（月）～8月28日（月）
１次試験日／9月24日（日）

高校卒業程度

小中学校事務職員
資格免許職職員

行政
警察行政

理学療法士
土木

学校事務

3名程度
1名程度
1名程度
1名程度
16名程度

試験職種

受付期間／8月10日（木）～9月1日（金）
１次試験日／9月17日（日）

民間企業等
職務経験者 行政 3名程度

受付期間／8月7日（月）～8月24日（木）
１次試験日／9月24日（日）

身体障害者対象
職員採用選考 行政 1名程度

8月は「北方領土返還運動
全国強調月間」
　日本固有の領土である北方領土（歯舞
群島、色丹島、国後島、択捉島）について
この機会に考えてみませんか。
●問い合わせ先／広聴広報課
  3055-223-1339 5055-223-1525

しこたん　　 くなしり　 　えとろふ

検 索山梨　北方領土

はぼまい

山梨県のテレビ広報番組

当番組は「わくドキやまなし」ブログでも
ご覧になれます！ 検 索わくドキやまなし

当番組はUTYホームページでも
ご覧になれます！ 検 索山梨いまじん

YBS　月曜日 PM6：57～7：00
わくドキやまなし

UTY　水曜日 PM6：55～7：00
山梨いまじん

8/ 7
8/14
8/21
8/28

8/ 2
8/ 9
8/16
8/23
8/30

※番組内容が変更になる場合があります

県立宝石美術専門学校

トラフグの陸上養殖

甲府駅南口供用開始

防災対策

松坂 浩志

山本 みな子

山村 宏樹

ふじさん牧場 藤田 太一

佐久間 利和

マグヴィスワイナリー

木材製品製造販売

甲斐スポーツ振興会

おかめ鮨

安全・安心な農作物を提供する
「やまなしGAP」がスタート！
安全・安心な農作物を提供する
「やまなしGAP」がスタート！

　安全・安心な農作物を持続的に生産し続けるため、平成22年、農
林水産省は「農業生産工程管理（GAP）の共通基盤に関するガイド
ライン」を策定しました。本県でも今年7月から「やまなしGAP」の
運用を開始し、安全・安心な農産物の産地として取り組んでいくと
ともに、県産農産物のブランド力の強化を推進していきます。

「やまなしGAP」とは
●農業生産工程（GAP）はGood Agricultural Practice（よい農業の実践）の略称。
　農産物生産の各工程で、作業などの記録、点検、評価を行い、生産の工程を改
善していく取り組みです。

●農林水産省が示すガイドラインに準拠し、県が認証を行う「やまなしGAP」を創
設し、7月1日から認証申請の受け付けを開始しました。

●「やまなしGAP」に認証された生産者や生産団体は、県ホームページなどを通し
て流通・小売業者や消費者にPRしていきます。

●認証を受けた農家の方の生産物は認証マークを付けて出荷することができ
ます。マークは「やまなしGAP推進フォーラム」において公表するなどして制
度の普及を図ります。

「やまなしGAP」導入メリット
●農業者においては、安全・安心な農産物の生産や農業生産に伴う環境
負荷の軽減、農作業事故の未然防止など、持続可能な農業生産の普及
が期待されます。

●食の安全・安心に配慮し生産された本県自慢の農産物として、県民に
認知されるとともに、贈答品としても活用してもらえます。 

●「やまなしGAP」の認証を受けることで、他産地との差別化が図られる
とともに、2020年オリンピック・パラリンピック東京大会組織委員会の
食料調達要件を満たすことができます。

「やまなしGAP」の認証手続きなどについては、こちら

●問い合わせ先／農業技術課　3055-223-1616 5055-223-1622

検 索やまなしＧＡＰ

●ほ場の地番、面積、栽培作物などを正しく把握しているか
●農薬・肥料の使用に関する記録を適切に行っているか　

●集出荷施設内および選果・梱包ラインは、常に衛生を保っているか
●「やまなしGAP」の取り組みについて組織内で内部点検を行っているか

●作業前に安全を確認する「農作業安全チェックシート」を活用して、事
前の対策を実践しているか

「やまなしGAP」の5つの取り組みと主なチェック項目

認証品目は、ブドウ、モモ、スモモなどの果樹10品目、トマト、キュウリ、
キャベツなどの野菜29品目、うるち、もちの水稲2品目が対象

●土壌診断の結果をもとに、肥料などの種類や施肥量を決めているか
●廃棄物はしっかり分類・保管し、飛散・放出しないように管理しているか

●ほ場やその周辺を、常にきれいに保っているか
●農薬は登録情報に従い、容器ラベルの使用基準を守って使用しているか

食品安全1 農業生産工程管理全般4

出荷団体5環境保全2

労働安全3
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原則毎月1日に新聞と山梨県ホームページ http://www.pref.yamanashi.jpに掲載


